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【下呂市消防署運営事業】
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度） 

1
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維
持運営等措置

下呂市消防署運営事業 下呂市 89,166,500 59,611,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要した

経費
交付金充当額 備 考
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Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

評価年度の設定理由

毎年度の事業改善を図るため、事業実施翌年度に評価を実施

評価に係る第三者機関等の活用の有無

成果実績 ％ 5
目標値 ％ 10

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

交付金事業実施場所 下呂市森ほか２件

単位 　評価年度　令和６年度

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

下呂市消防署運営事業

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、下呂市消防本部中消防署、北消防署、南消防署の消防職員60名の６か月分の人件費を確
保することができました。
当市では、下呂市定員適正化計画（令和３年度から令和７年度）に基づき、組織の年齢構成に配慮し職員を採用して
います。下呂市消防本部においても安定した消防力の維持を目的とし、若手から熟練までバランスのとれた職員を配
置することで、年齢構成の平準化に努めました。
また、熟練消防職員が若手消防職員に対し、消防機械器具の適切な取扱や迅速な救命処置の訓練等を行い、下呂
市消防本部管内の地域住民の生活の安全を確保することができました。
救急講習に関しては、令和５年度はこども園の保育士や小中学校の教員、PTA会員を中心に受講していただき、知
識・技術の再確認をしてもらうことができました。また、コロナ禍で中断していた応急手当普及員講習も再開し、救急講
習を市内で広めていただく普及員の増員確保も実施しました。
今後も、地域住民の生活の安全を確保するため、下呂市内消防署への消防職員の適正な配置を行っていきます。中
長期的には、下呂市定員適正化計画（令和３年度～令和７年度）に合わせて取組を継続することとし、計画の見直し
に合せて改めて評価を実施します。

無

事業期間の設定理由 下呂市第２次総合計画の終期まで

交付金事業の成果目標及び成果
実績

成果目標 成果指標

救命講習受講者数
下呂市人口の10%

救命講習受講者数率=
受講者数÷下呂市人口
×100 達成度 ％ 50

下呂市

交付金事業の概要

下呂市消防本部中消防署、北消防署及び南消防署に勤務する消防士60名の人件費6ヵ月分（令和5年7月～令和5年
12月）
消防及び救急の対象範囲は起伏にとんだ広域なエリアのため、下呂市を管轄する消防署運営に必要な人件費に電
源立地地域対策交付金を活用しています。

交付金事業に関係する主要政策・
施策とその目標

【主要政策・施策】
下呂市第2次総合計画(平成27年度～令和６年度)
基本計画(基本施策)　3.あんしん
　3.あんしん-災害等の危機に備え地域の安全性を高めます-
　　3.救急・救命　市民・消防・医療機関が一体となり命を繋ぎます
 　　　救急救命処置の啓発
【目標】
　苦しがっている人等へ積極的に声を掛け、AED等を使用し応急手当てができる市民が増えているまち

事業開始年度 平成27年度 事業終了（予定）年度 令和６年度
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交付金事業の担当課室 消防本部中消防署、北消防署、南消防署

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
消防職員人件費 雇用 消防職員60名 89,166,500

30,917,000 54,820,000 59,611,000
うち文部科学省分 0 0 0

令和３年度 令和４年度 令和５年度 備考
総事業費 56,424,600 88,792,200 89,166,500

活動実績 人 91 91 90

活動見込 人 87 89 84

単位 令和３年度 令和４年度 令和５年度

交付金事業の評価課室 まちづくり推進部企画課

交付金事業の契約の概要

計 89,166,500

107.1
交付金事業の総事業費等

交付金充当額

うち経済産業省分 30,917,000 54,820,000 59,611,000

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標

下呂市の雇用量(雇用人数(人))
※活動見込みは下呂市定員適正化計画に基づく

達成度 ％ 104.6 102.2
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【小型動力ポンプ購入事業】
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度） 

1
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維
持運営等措置

小型動力ポンプ購入事業 下呂市 2,750,000 2,000,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要した

経費
交付金充当額 備 考
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Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

小型動力ポンプ１台を更新し、地域防災の中心となる消防団員の不安を払拭することで、迅速かつ確実な初期消火
が可能となりました。
下呂市では下呂市消防設備整備計画に基づき、非常備消防の機械器具の更新を行っています。器具の適正な管理
により、令和５年度は下呂市において非常時の消防機器の大きな不具合は発生しておりません。
今年度も交付金事業により器具の更新を行うことができましたが、活用できる予算の削減など財政的な課題により更
新できる器具の台数が限られ、目標とする水準には達していません。
現状を踏まえ、既存器具の適正な整備の実施とともに、随時器具の更新を行うことで地域防災体制の向上を図りま
す。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 97.7

評価年度の設定理由

毎年度の事業改善を図るため、事業実施年度に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

成果実績 台 42

目標値 台 43

事業期間の設定理由 下呂市第２次総合計画の終期まで

交付金事業の成果目標及び成果
実績

成果目標 成果指標 単位 　評価年度　　　令和５年度

消防団管理分　小型動力
ポンプ　１８年以上経過し
た設備の割合　０％
　（下呂市消防機械器具
整備計画）

消防団管理分　小型動力
ポンプ　１８年未満の設
備
（台数（台））

交付金事業に関係する主要政策・
施策とその目標

【主要政策・施策】
下呂市第２次総合計画（平成27年度～令和６年度）
　基本計画（基本施策）３．あんしん
　　３．あんしん―災害等の危機に備え地域の安全性を高めます―
　　　２　消防　消防力を強化し火災などの災害による被害を最小限にとどめます
　　　　消防施設の効率的な配備
【目標】
　消防施設（防火水槽や消防詰所の整備等）の拡充によって災害対応力の向上が図られたまち

事業開始年度 平成27年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 下呂市

交付金事業実施場所 下呂市金山町中津原地内

交付金事業の概要
下呂市消防団金山方面隊第３分団第１部（金山地区中津原）に配備されている小型動力ポンプが、エンジンの不調及
び不具合による機能低下が著しいため、電源立地地域対策交付金を活用して小型動力ポンプ１台を更新します。

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

小型動力ポンプ購入事業
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消防本部消防総務課交付金事業の担当課室
計 2,750,000

交付金事業の評価課室 まちづくり推進部企画課

2,750,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
小型動力ポンプ１台の購入 指名競争入札 丸新消防株式会社（高山市）

うち文部科学省分 0 0 0
うち経済産業省分 4,270,000 6,800,000 2,000,000

交付金充当額 4,270,000 6,800,000 2,000,000

交付金事業の総事業費等 令和３年度 令和４年度 令和５年度 備考
総事業費 4,576,000 7,260,000 2,750,000

1

達成度 ％ 100.0 100.0 100.0

消防団管理分　小型動力ポンプ　更新台数（台）

活動実績 台 2 3 1

活動見込 台 2 3

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 令和３年度 令和４年度 令和５年度


